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1  目 的
P 大 学 で は 、 3 年 生 が 領 域 別 看 護 学 実 習 を 行 な っ て
い る 。 母 子 看 護 学 実 習 1 ( 母 性 ) で は 、 病 医 院 の 産 科
病 棟 に お い て 、 産 裾 期 の 女 性 と 新 生 児 を 受 け 持 ち 、 健
康 の 保 持 増 進 と 正 常 か ら の 逸 脱 予 防 の 看 護 を 学 習 し
て い る 。 例 年 、 母 性 看 護 の 特 徴 を 捉 え ら れ な い 学 生 が
い る こ と が 担 当 教 員 の 中 で 課 題 と な っ て い た 。 そ こ
で 、 今 回 、 ア ク テ ィ ブ ・ ラ ー ニ ン グ を 取 り 入 れ た カ ン
フ ァ レ ン ス を 導 入 し 、 学 生 が 母 性 看 護 の 特 徴 を ど の よ
う に 捉 え て い る か 検 討 し た の で 報 告 す る 。
Π 方 法
1 . 対 象
2 0 1 5 年 4 月 ~ 8 月 に 母 子 看 護 学 実 習  1 を 履 修 し た
8 3  名 。
2 . 方 法
母 子 看 護 学 実 習 1 の 最 終 日 に 学 内 に お い て ア ク テ
イ ブ ・ ラ ー ニ ン グ を 取 り 入 れ た カ ン フ ァ レ ン ス を 実 施
し 、 1 枚 の 用 紙 に ま と め た 。 そ こ で 学 生 が 自 由 記 述 し
た 内 容 を テ キ ス ト マ イ ニ ン グ に よ り 分 析 し た 。 分 析
は 、 臨  C o d e r  を 用 い て 頻 出 語 を 抽 出 し 、 そ れ ぞ れ の
言 葉 の 関 係 性 を 明 ら か に す る た め に 共 起 ネ ッ ト ワ ー
ク 分 析 を 行 っ た 。 な お 、 分 析 の 精 度 を 上 げ る た め に ー
部 名 詞 句 の 表 現 を 統 一 し た 。 ま た 、 抽 出 さ れ た 言 葉 が
文 脈 の な か で ど の よ う に 使 用 さ れ て い た か を 適 宜 複
数 の 教 員 で 確 認 し 、 妥 当 性 を 確 保 し た 。
3 . 倫 理 的 配 慮
学 生 に は 、 学 会 発 表 す る 可 能 性 が あ る こ と 、 個 人 と
し て の 評 価 で は な く 全 体 の 学 び を 分 析 ・ 検 証 す る こ と
を 説 明 し た 。 記 述 内 容 に つ い て は 、 公 表 を 希 望 し な い
場 合 は 後 日 教 員 に 申 し 出 る よ う 説 明 し 、 自 由 意 志 を 保
障 し た 。
Ⅲ 結 果
1 . 頻 出 語
抽 出 語 数 ( 助 詞 や 助 動 詞 等 を 除 い た 分 析 に 使 用 す る
語 数 ) は  1 , 8 7 8 語 で あ り 、 異 な り 語 数  q 可 種 類 の 語 が
含 ま れ て い た か を 示 す 数 ) は 6 0 1 語 で あ っ た 。 頻 出 語
( 上 位  1 0 ヨ 副 を 抽 出 し た 結 果 を 表 1 に 示 す 。
表 1 . 頻 出 語 の り ス ト
母 子 看 護 学 実 習 1 に お け る 学 生 の 学 び の 分 析
0 森 田 千 穂 D 、 久 保 田 美 雪 D 、 池 田 か よ 子 D  ソ ト 林 正 子 D 、 小 林 美 代 子 D 、 渡 漫 典 子 D
新 潟 青 陵 大 学 D
2 . 共 起 ネ ッ ト ワ ー ク 分 析
共 起 ネ ッ ト ワ ー ク 分 析 ( サ ブ グ ラ フ 検 出 ) で は 、 フ
個 の グ ル ー プ が 形 成 さ れ た 。 抽 出 語 の ま と ま り か ら 、
① 「 母 子 相 互 作 用 」 、 ② 「 継 続 ケ ア 」 、 ③ 「 育 児 支 援
エ モ ー シ ョ ナ ル サ ポ ー ト 」 、 ④ 「 個 別 ↑ 制 、 ⑤ 「 ア セ
ス メ ン ト 」 、 ⑥ 「 母 子 一 体 の 看 護 」 、 ⑦ 「 母 乳 栄 養 」
と 解 釈 し た 。
強 い 共 起 関 係 に あ る も の と し て 、 ① 「 母 子 相 互 作 用 」
で は 、 「 母 親 」 「 赤 ち ゃ ん 」 、 「 上 の 子 」 「 影 響 」 「 考
え る 」 「 初 産 婦 」 「 経 産 婦 」 「 関 係 」 、 ② 「 継 続 ケ ア 」
で は 、 「 妊 娠 」 「 分 娩 」 「 産 祷 」 、 「 継 続 」 「 支 援 」
「 妊 娠 期 」 「 関 わ り 」 、 「 気 持 ち 」 「 寄 り 添 う 」 、 ③
「 育 児 支 援 ・ エ モ ー シ ョ ナ ル サ ポ ー ト 」 で は 、 「 育 児 」
「 不 安 」 、 泊 信 」 「 声 掛 け 」 「 持 つ 」 、 ④ 「 個 別 性 」
で は 、 「 人 」 と 「 そ れ ぞ れ 」 、 ⑤ 「 ア セ ス メ ン ト 」 で
は 、 「 情 報 」 「 判 断 」 、 「 正 常 」 「 経 過 」 、 「 自 分 」
「 時 間 」 、 「 一 緒 」 「 成 長 」 、 ⑥ 「 母 子 一 体 の 看 護 」
で は 、 「 母 子 一 体 」 と 「 看 護 」 、 ⑦ 「 母 乳 栄 養 」 で は 、
特 に 強 い 共 起 関 係 は な か っ た 。
Ⅳ 考 察
頻 出 語 に よ る 分 析 と 共 起 ネ ッ ト ワ ー ク 分 析 の 結 果
か ら 実 習 の 学 び に つ い て 考 察 す る 。
学 生 は 「 母 親 」 と 「 赤 ち ゃ ん 」 を 中 心 と し た 「 家 族 」
に 対 し て 、 「 母 子 一 体 」 の 視 点 で み た 「 看 護 」 の 重 要
性 を 学 ん で い た 。 ま た 、 外 来 ・ 病 棟 実 習 を 通 し て 「 妊
娠 」 「 分 娩 」 「 産 樗 」 各 期 の 関 わ り か ら 、 妊 産 裾 婦 と
い う 変 化 を 遂 げ る 母 親 の 「 気 持 ち 」 に 「 寄 り 添 う 」 「 継
続 」 し た 「 支 援 」 の 重 要 性 を 学 ん で い た 。 そ し て 、 産
裾 期 の 母 子 を 継 続 し て 受 け 持 つ と い う 経 験 か ら 、 い か
に 母 親 が 「 育 児 」 に 対 す る 「 不 安 」 を 抱 え て い る か を
実 感 し 、 母 親 の そ ば で 心 身 と も に 優 し く 勇 気 づ け る 現
場 の 助 産 師 た ち を モ デ ル に 母 親 が 「 自 信 」 を 「 持 つ 」
こ と が で き る 「 声 掛 け 」 に つ い て 学 ん だ と 考 え る 。 さ
ら に 、 母 子 双 方 の 命 を 預 か る 周 産 期 の 現 場 に お け る 、
「 正 常 」 な 「 経 過 」 を 「 判 断 」 し 行 動 す る 力 と し て の
ア セ ス メ ン ト 能 力 の 重 要 性 を 学 ん で い た 。
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以 上 よ り 、 学 生 は 実 習 と い う 看 護 実 践 を 通 し て 母 性
看 護 の 特 徴 を 捉 え る こ と が で き て い た 。 ア ク テ ィ ブ ・
ラ ー ニ ン グ を 取 り 入 れ た カ ン フ ァ レ ン ス に よ り 、 学 生
が 自 分 の 思 い や 考 え を 言 語 化 し 、 可 視 化 し た こ と で 、
学 び の 共 有 が 出 来 た と 考 え る 。
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